
 

 

 

「いつも・近くで・助かる」ICTに 
所長   安田 直人 

現在、社会の中でデジタル・トランスフォーメーション（DX）

が急速に進んでいます。学校教育においても、人工知能（AI）・

ビッグデータ・IoT 等の先端技術が取り入れられた Society 5.0

時代を生きる全ての子どもたちの可能性を引き出し、個別最適

な学びと協働的な学びを実現することが求められているところ

です。そして「これからの学びにとっては、ICTはマストアイテ

ムであり、ICT 環境は鉛筆やノート等の文房具と同様に教育現

場において不可欠」＊となっています。 

新型コロナウイルス感染症への対応のため、本市においても当初の５ヵ年整備計画を前倒しして「GIGAスク

ール構想」が急ピッチで進められました。環境整備面では、昨年度末までに１人１台の端末・校内無線 LAN の

整備を終え、現在は漸進的に高速光回線化工事を行っているところです。このことにより、すでに接続済みの学

術情報ネットワーク（SINET）とあわせて、より多人数でより安定的なインターネットの同時利用が可能となる

見込みです。 

さて、全面実施となった新学習指導要領では、「必要な情報を収集・判断・表現・処理・創造し、受け手の状況

などを踏まえて発信・伝達できる能力」とされる情報活用能力が「学習の基盤となる資質・能力」として位置づ

けられており、多くの学校が試行錯誤しながらタブレット端末を積極的に活用されています。今や情報端末は特

別なものではなく、学校教育においても必要な場面で必要に応じて普段使いする学習用具の１つと言えるのでは

ないでしょうか。日常的に頻繁に使用すれば、故障や破損等が懸念されるかもしれませんが、大切にするあまり

キャビネットに常に保管したままにならないようにしたいものです。 

先日の Web 研修で「ICT 活用効果は使用時間とともに加速

度的に現れる（ y = x2 ）」といったお話がありました。現時点

ではまだ不慣れで戸惑いがあっても、使うほどに飛躍的にスキ

ルアップすることと思います。「いつまでも・ちっとも・使えん」

ICT ではなく「いつも・近くで・助かる」ツールとなるよう、

できるところから活用を拡げてみてはいかがでしょうか。総合

教育センターでは、今後も環境整備、ハード面を中心に学校の

支援の充実に努めて参ります。 

*「文部科学省(2019)教育の情報化に関する手引」より 
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研修企画係 
 

Meetのチャット機能を使った情報共有等、Web会議形

式の研修受講そのものが先生方のスキルアップにつなが

っています。 

一気にやってきた GIGA スクールのスピードに、ハー

ド・ソフト両面でなかなか追いついていない現状があり

ますが、知恵を出し合いながら利活用を進め、前進してい

きましょう。 

鳥取市ＧＩＧＡスクール構想の目的 

 １人１台端末と校内ネットワークを一体的に整備することで、一人一人の教育的ニーズに対応した誰
一人取り残すことのない学びで、資質・能力を一層確実に育成できる教育 ICT環境を実現する。 

 ICTを効果的に活用した学びを推進し、１人１台端末を活用した授業改善をとおして、子ども一人一
人の主体的・対話的で深い学びを実現する。                 ※詳細はこちらから→ 

今回はICT利活用の取り組み

についてまとめてみました。 

使えば使うほど活用効果

が期待できる ICT 

児童生徒の情報活用能力

を系統的に育むカリキュラ

ム・マネジメントが求められ

ています。 

各学校で情報化推進リー

ダーの先生を中心に、小中一

貫教育の枠組みで情報共有

しながら研修を進めていき

ましょう。 

「ICTを活用した授業づくり研修」（１１月３０日開催予定）では、 

以下の点について各校の取り組みを持ち寄り、学びあいましょう。 

・ICTを効果的に活用したわかる授業 

・1人 1台端末やGoogle Workspaceの機能を生かした授業改善 

※こちらからダウン

ロードできます 

６月３日（木）に、用瀬小学校にて、ICT活用のサポート 

研修を実施しました。 

・Googleアカウントへのログイン 

・Classroomへのクラス作成 

・JamBoardを使った意見交流、共同制作 

・Google Formsを使った 

アンケート、課題配信 等 

iPadにプリインストールされて

いる各種アプリの活用方法につ

いて研修していただきました。 

サポート研修の申し込みは、 

学校教育課指導係または総合教育センター研修企画係まで 

ご相談ください。 

今回御紹介した情報の他、関連する情報を鳥取市総合教育センターＨＰ、C4th書庫にアップしています。ぜひ御覧ください。 

 
教職員研修より 

 

本年度の教職員研修では、オンデマンドで行う ICT

活用研修の他、学校司書・司書教諭研修でも ICT 活

用を絡めた内容を取り入れました。夏季休業中の全

教職員研修でもGIGAスクール構想にふれます。 



 

 

今年度より、本市の小・中・義務教育学校で新たなシートを活用しながら「スクリーニング」を実施

していただいています。今回はスクリーニングについて御紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒支援係 
 

〇スクリーニングとは・・・ 

児童虐待、いじめ、貧困等、どの児童生徒もこれから直面するかもしれない問題や困り感、辛さを抱

える恐れのある状況を未然に防止するために行います。また、客観的なデータに基づき、児童生徒を複

数の教職員で見取ることで、表面化しにくい問題を早期発見し、早期対応につなげていきます。今年度

もスクリーニング会議や校内チーム会議等において、役割分担しながら教職員の具体的な関わり方を決

めたり、ケースに応じてスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーが加わり、関係機関へつ

なげたりしています。 

〇支援の方向性について 

スクリーニングシートの中では、支援の方向性を「Ａ 教職員の関与」「Ｂ 地域資源の活用」「Ｃ 専

門機関の活用」の３つに分類しています。スクールソーシャルワーカーがスクリーニング会議等で活用

するために作成した一覧を下欄に掲載していますので御活用ください。また、スクールソーシャルワー

カーが学校訪問した際に詳細について尋ねていただいても構いません。 
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支援の方向性

備
考

①
家庭児童相談室・児相を

活用

・こども家庭相談センター

・こども発達支援センター

②
少年サポートセンター活

用

・東部少年サポートセンター

・法務少年支援センター

③ 教育センター活用

・サポートルーム

（すなはま、レインボー、かわはら）

・県いじめ・不登校総合対策センター

（ハートフルスペース、専門医相談、教

　育相談）

④
福祉制度活用（生活保

護・母子相談等）

・パーソナルサポートセンター

・児童手当　　・児童扶養手当

・特別児童扶養手当

⑤ その他

・医療機関

・希望館

・フリースクール

　（すてっぷ、ちゃれすくーる）
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① 家庭教育支援の活用

② 学習支援の活用
・ひとり親家庭学習支援事業

・放課後学習支援（学校、地域）

③
居場所、子ども食堂など

の活用

・子ども食堂　　・児童館

・公民館　　　　・図書館

④ 単発の事業活用

・ショートステイ事業

・平日日帰りステイ

・トワイライトステイ事業

⑤ 地域人材の活用 ・主任児童委員（民生児童委員）

⑥ 学童保育の活用 ・放課後児童クラブ

⑦
地域の福祉サービスの活

用（放課後ディ等）

・放課後デイサービス

・人権福祉センター

⑧ その他
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スクリーニングシート 


